
労働者健康安全機構 

燕労災病院 
 

〒959-1228 新潟県燕市佐渡 633 

TEL:0256(64)5111 

FAX:0256(63)9819 

ホームページ http://www.tsrh.jp 

E メール tsubame@tsrh.jp 

（燕労災病院院外広報誌） 

発行日 2016 年 7 月号 

発行者 鈴木 幸雄 
 

燕労災病院の理念 
 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 
 

病院の基本方針 
 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 
 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 
 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 
 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
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私は 4 年前にここ燕労災病院から富山ろうさい病院へ転勤し、そし

て縁あってこのたび看護部長として赴任してまいりました渋谷紀美

子と申します。 

富山ろうさい病院では看護副部長として地域医療連携室を任され、

試行錯誤の中、職員や地域の方々と共助しながら実務を行ってきまし

た。国の政策である地域完結型医療、地域包括ケアシステムについて、

行政と共に考える機会にも恵まれました。地域を中心に考える地域医

療連携は第４フェーズに入っていますが、ますます急性期医療を果た

す病院の役割の明確化と医療と介護との連携の質を問われる時代に

なったと認識しています。 

着任してから早 3 ヶ月、地元人としてこの地域にどのように貢献し

たらよいかと日々考えております。看護部長として、今後の看護を担

っていく人材を育てていくことが、感謝の意を持ってこの地域にお返

しできる重要なことであると思っています。 

特に、病院や看護部のポリシーを意識した仕事ができる看護師を育

てたいと思っています。病院のポリシーは、『働く人々と地域の人々

のために最善の医療を目指します』と掲げています。そして看護部で

はそれに基づいた「思いやりの看護」「安心の看護」「信頼される看護」

を提供することであります。今一緒に働いているスタッフ、今後もこ

の地域を支えていくスタッフが、看護専門職として「患者様を生活者

として捉え、医療や看護を考え実践すること」に力を注げるように尽

力してまいりたいと考えます。 

 当院は、新潟県への移譲、そして県央基幹病院への移行がひかえて

います。このことが、地域の人々のために、働くスタッフのためによ

り良い形で行われることを願っています。看護部長として、看護の質

をさらに向上できるように看護部を統括していき、院内外問わずチー

ム医療を推進していきたいと思います。そのためにも、地域の方々と

の交流の機会を大切にし、「顔の見える関係」から「相談しあえる関

係」を築いていきたいと考えております。また、良いことも悪いこと

も含めて皆さまの声をお聞かせいただき、医療専門職の一員として、

真摯に向き合っていくことが重要であると思っています。 

「笑う」「語り合う」場が大好きです。「笑う」「語り合う」ことを

基本として「ポジティブサポート」を行い、スタッフ一人ひとりが自

分の引き出しから「知恵」を出し、「行動に移す風土」をつくってま

いりたいと思います。 

今後ともご支援とご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

 

*着任の挨拶 1 

*医療安全研修会開催 

*看護外来開設 
2 

*院内研究発表会開催 3 

*外来診療科別担当医師表 4 

【 着任の挨拶 】 

            看護部長 渋谷 紀美子 
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６月２日（木）に院内安全研修会を「MRI 検査（システム）に関する安全と危険防止につ

いて」で中央放射線部より講演がありました。 

 MRI 装置は「磁気共鳴画像」の略で、「強力な磁気」と「電磁波」を利用して、体内のあら

ゆる部位の画像を作成します。 

 MRI 装置は X線 CT や他の X箋撮影装置と違って、放射線被ばくがありません。 

放射線被ばくはありませんが、「強力な磁石」と「電磁波」を利用しているため、入室に注

意をしなければいけません。検査を行っていない時でも、常に強力な磁力が働いていますの

で、検査室への入室は、担当の技師が案内するまでお待ちになっていただきます。 

 MRI 装置に大きなベッドや車いす、クリップやヘアピンなどの強磁性体の金属類を持ち込

むと引き付けられ、金属類を取り出せず、検査を行うことが出来なくなります。 

 また、検査中に電子レンジと同じような電磁波を使用しています。電子レンジに中にアル

ミホイルを入れて温めるとアルミホイルから火花が

散るように、磁石に付かない金属類も MRI 室に持ち

込むことによって、金属の温度が上昇しヤケドをす

る危険性があります。 このような危険を防止する

ため、MRI 検査前に必ず時計や差歯などの金属類を外

していただき、ファスナーや金具の付いた服を脱い

で、所定の検査衣に着替えていただきます、 

 検査を受ける時、他にも不明な点がありましたら、

主治医や担当の技師に問い合わせ下さい。 

 安全に検査を行うために、ご協力をお願い申し上

げます。 

 

 

 

７月より看護外来を開設いたします。 

各認定看護師が患者さまの日常のケアや疑問にお答

えし、患者さまの療養生活が円滑に送れるよう、また

ご家族が円滑に介護できるように専門的看護ケアを提

供していきます。 

  

ご利用については、当院通院中の患者さまに限らせて

いただきます。また、看護外来についてのお問い合わ

せは各外来窓口にお願いいたします。 

 

 

 

 

 ストーマ外来：皮膚トラブルや便の漏れ、ストーマや日常生活についてなど 

 床ずれ外来：床ずれ予防・治療、福祉用具・介護用品の紹介など 

 糖尿病療養指導外来：足のケア、血糖測定やインスリン注射の手技獲得支援など 

 がんサポート外来：がんによる痛みや抗がん剤の副作用への対処など 

 心不全看護外来：心臓を守るための生活習慣について 

 手術看護外来：手術意志決定の支援、術後痛に関する説明など 

 

【 医療安全研修会を開催しました 】 

2016 年 7 月号№75 

－2－ 

【 看護外来を開設します 】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２４日（火）午後５時３０から、当院大会議室において第３４回院内研究発表会が開

催されました。発表演題は、下記９演題と昨年よりも多くの演題が発表されました。 

よりより医療を提供していこうという想いの中、様々な事に問題提起し、患者さんに還元

していける医療を続けている職員の取り組みに対し、活発な質疑・応答が行われ、熱心に各

発表者の発言に耳を傾けていました。参加者は約９０名参加し、熱心に聴講していました。 

 

 新しい時代に入った B型肝炎ならび C型肝炎に対する経口抗ウイルス療法 

 手指衛生遵守率向上への取り組み 

 調剤過誤防止システムの導入について 

 当院における脳卒中患者の転帰先の検討 

 当院におけるがんリハビリテーションへの取り組み 

 神経伝達 DPN チェックの使用経験について 

 髄液から Mycobacterium tuberculosis が検出された症例 

 おむつシステム導入後の評価 

 当院における夜間休日救急外来受診者の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来名 曜日 場所 時間 

ストーマ外来 第２・４金曜日 外科外来 9時～12時 30分 

床ずれ外来 毎週木曜日 皮膚科外来 9時～12時 

糖尿病療養指導外来 毎週月・火・金 内科外来 11時～14時 

がんサポート外来 第１・３水曜日 外科外来 14時～16時 

心不全看護外来 第４水曜日 内科外来 9時～12時 

手術看護外来 毎週月曜日 外科外来 9時～11時 45分 

 【 院内研究発表会を開催しました 】 
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【編集後記】 

 紫陽花もきれいに咲き揃い、雨が恋しい季節になってきました。 

梅雨はジメジメして食中毒の危険な時季ではありますが、植物にとっては恵みの雨。 

最近はレイングッズも豊富なので、楽しい雨を迎えてみてはいかがでしょうか？（ＲＹ） 
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